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はじめに 

 この報告書は、平成 21 年度に NPO 法人地域健康づくり支援会ワンツースリーが行った

「高齢者（当事者）の手による健康づくり指導者養成事業」の成果をひろく皆様にご覧い

ただくために作られたものです。 

 私たち NPO 法人地域健康づくり支援会ワンツースリー（以下、ワンツースリーと略す）

は、平成 21 年度の財団法人長寿社会開発センターの助成によって、新しいステップへと踏

み出すことができました。それは、これまで私たちが取り組んできた高齢者を対象とする

地域福祉人材養成事業の「講師役」を、「高齢者（＝当事者）自身が担当する」という次の

課題に向けて前進したことでした。 

 私たちは、平成 16 年に楽しくて簡単な「ふまねっと運動」を開発しました。そして、こ

の「ふまねっと運動」を利用して地域福祉や健康づくりに取り組む人材を「ふまねっとサ

ポーター」と名づけ、その人材養成講習会を平成 17 年度からおもに北海道内の市町村の高

齢者を対象に行ってきました。 

 それから 5 年が経過し、「ふまねっとサポーター養成講習会」は、私たちの事業の大きな

柱として成長しました。また、誕生したふまねっとサポーターは、少子高齢化と過疎化に

直面する北海道内の市町村において、たんに健康づくりだけでなく、高齢者のとじこもり

防止や地域ふれあいのコミュニティーの場を提供する福祉活動の担い手としても大きな役

割をはたすことになりました。 

 そこで平成 21 年度の「高齢者（当事者）の手による健康づくり指導者の養成事業」では、

すでに各地でふまねっとサポーターとして活躍している高齢者の皆さんに、この「ふまね

っとサポーター養成講習会」の「講師役」をお願いすることにしたのです。 

一般的には福祉の「受け手」として見られている高齢者自身が、こうした偏見を解消し

ていく「当事者」として、また同時に、地域の福祉活動を担っていく「当事者」として、

新しい高齢者のモデルとして人材養成に加わることになりました。 

 その事業が成功したことを、私がこうして皆さんに報告できるのはとても幸運です。平

成 21 年度の 1 年間だけで、新たにふまねっとサポーターの講習を受講した方の数は、驚く

ことに 502 人に達しました。このうちの 177 人が、今回行った高齢者自身の手による講習

会で誕生したふまねっとサポーターです。その結果、私たちが認定したふまねっとサポー

ターの数は、平成 22 年 3 月末時点で総勢 850 人を超えるまでに成長しました。 

 高齢者が、福祉の「受け手」から「担い手」になる。私たちのこの活動理念は、また一

歩、実現に近づきました。そして、この活動を進めていく大きな支えとなったのは、財団

法人長寿社会開発センターからいただいた今回の助成であったことは間違いないと確信し

ています。私たちワンツースリーは今後も高齢者の社会参加を支援し、過疎地のまちづく

りや北海道の住民主体の健康づくりのために貢献していきたいと考えております。 

 

平成 22 年 3 月 25 日     理 事 長  北  澤  一  利 
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第 1 章 平成 21 年度事業の実績と詳細について 

 
１）高齢者（当事者）の手による健康づくり指導者の養成事業の目的と概要 

 「ふまねっとサポーター」とは、高齢者の歩行機能改善や認知機能向上を目的として開

発された運動プログラム「ふまねっと運動」の指導者です。ふまねっとサポーターは、本

法人が行う「ふまねっとサポーター養成講習会」を受講して、指導資格を認定された人た

ちのことであり、地域の高齢者を対象にふまねっと運動を指導して、介護予防や健康づく

りに貢献しようという志を持ち、高齢者でありながら地域福祉の担い手として社会に貢献

しようとする人材です。 

 本法人は、平成 17 年度より北海道内の市町村と連携し、地域福祉人材養成事業としてふ

まねっとサポーターを養成してきました。平成 20 年度末の時点で、ふまねっとサポーター

はおよそ 350 名になりました。これまで本法人が進めてきたこの地域福祉人材養成事業は、

北海道教育大学釧路校などの教員と、その卒業生が講習の講師を担当し、広大な北海道内

に点在する小規模市町村に出張して講習や高齢者の意識改革（エンパワーメント）、あるい

は実技研修を行ってきました。しかし、各地域の要望に応じて出張するには、移動距離や

講師の人数から限界があります。そのため講師の人数を増やし、北海道におけるハンディ

キャップである移動距離とそれに伴う大きな旅費負担の問題を解決する必要があります。 

そこで平成 21 年度の事業では、すでに北海道内の各地で地域福祉に貢献している「先輩

ふまねっとサポーター」である高齢者が、新しい「後輩ふまねっとサポーター」を養成す

る講習会を企画、準備、運営、成功させることを目的として、「高齢者（当事者）の手によ

る健康づくり指導者の養成事業」を行うことになりました。 

本事業ではまずはじめに、各地域のふまねっとサポーターへの連絡、進行状況の把握、

各事業の遂行のため、実行委員会を設置しました。実行委員会は、本法人理事長北澤一利、

本法人職員 2名のほか、道央地区のふまねっとサポーター3名、道東地区のふまねっとサポ

ーター2名の計 8名で構成されました。 

次に、二つ目の事業としてふまねっとサポーター研修会及び講習会を開催するための準

備や練習として、北海道内の 11 箇所で 2ヶ月間のふまねっと健康教室を開催いたしました。

この健康教室は「ふまねっと運動 5 周年効果研究プロジェクト」と銘打ち、ふまねっと運

動の認知機能改善効果研究と、北海道内 11 箇所で一斉に健康教室を実施することで、ふま

ねっとサポーターの活躍する姿やふまねっと運動の魅力をＰＲするとともに、各地で活躍

するふまねっとサポーターの横のつながり（ネットワーク）を築くことも目的としました。 

その上で、三つ目の事業としてふまねっと運動 5 周年効果研究プロジェクトで研修を積

んだふまねっとサポーターが講師を担当するふまねっとサポーター養成講習会を北海道内

で 6 回、東京で 1 回、計 7 回開催いたしました。そして最後に、本報告書を作成、配布、

ホームページへの掲載を行いました。 
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２）ふまねっと誕生 5 周年記念効果判定プロジェクト 

 

ふまねっとサポーター養成講習会を担当するための指導技術の向上と研修を目的として、

ふまねっと運動誕生 5 周年を記念した「ふまねっと運動誕生 5 周年記念効果判定プロジェ

クト」を実施しました。このプロジェクトでは、ふまねっと運動がもつ認知機能改善効果

を明らかにするために、同じ指導計画に従って、8週間のふまねっと運動の教室を実施する

ことになりました。 

 

ⅰ）5 周年プロジェクト開始までの実行委員会、説明会、研修会、全体会議の詳細 

 名 称 実施日時 参加数 内 容 

1 
釧路地区研修会 

計画説明会 

平成 21 年 7 月 24 日 

13 時 30 分～15 時 30 分 
23 

プロジェクトの目的の説明 

参加の呼びかけ 

2 
十勝地区研修会 

計画説明会 

平成 21 年 7 月 26 日 

13 時 30 分～15 時 30 分 
18 

プロジェクトの目的の説明 

参加の呼びかけ 

3 第 1 回全体会議 
平成 21 年 8 月 5 日 

14 時 00 分～16 時 00 分 
21 

各チームの顔合わせ 

実施期間と会場の決定 

4 札幌地区研修会 
平成 21 年 8 月 19 日 

13 時 30 分～15 時 30 分 
12 

参加チーム進行状況報告 

最終確認 

5 釧路地区研修会 
平成 21 年 8 月 22 日 

13 時 00 分～15 時 00 分 
16 

参加チーム進行状況報告 

最終確認 

 

 

平成 21 年 8 月 5 日 

14 時 00 分～16 時 00 分帯広市で行った第 1

回全体会議の様子です。 

 

旭川、網走、池田、札幌、弟子屈、幕別の

サポーターが出席して、プロジェクト開始

に向けての進行状況の報告、打ち合わせ、

実施期間の決定を行いました。 
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ⅱ）全道一斉ふまねっと効果判定プロジェクト参加チーム一覧 

 

全道各地域でふまねっとサポーターの活躍する姿やふまねっと運動の魅力をＰＲすると

ともに、各地で活躍するふまねっとサポーターの横のつながり（ネットワーク）を築くこ

とも目的として平成 21 年 9 月から約 2ヶ月間、北海道内 11 箇所で開催いたしました。 

 北海道内 11 箇所で行ったふまねっと運動 5周年効果研究プロジェクトの教室には、サポ

ーター83 名、参加者 105 名の方に参加していただきました。サポーターの皆様の熱心な取

り組みのおかげで事故もなく大成功で終えることができました。5周年プロジェクト終了後、

サポーターの皆様にアンケートに答えていただきました。以下に紹介します。 

 

No 市町村 実施チーム・団体名 
サポータ

ー数 
実施場所 

1 旭川市 NPO 法人 たいせつ ４ 
旭川市神楽市民交流センター 

旭川市神楽 3条 6丁目 

2 網走市 網走介護者を支える会 １４ 
網走市潮見コミュニティーセンター 

網走市潮見 4丁目 113 

3 池田町 
ふまねっとサポーター

ズいけだ 
５ 

桃李（とうり） 

池田町大通 2丁目 

4 釧路市 桜ケ丘ひぶなクラブ① ７ 
釧路市コミュニティーセンターコア大空

釧路市益浦 1-20-20 

5 釧路市 桜ケ丘ひぶなクラブ② ６ 
釧路町遠矢コミュニティーセンター 

釧路町河畔 

6 釧路市 
ふまねっと 946 

釧路社協 
１４ 

北海道教育大学釧路校体育館 

釧路市城山 1丁目 15 番 

7 札幌市 勤医協東友の会 ４ 
勤医協中央病院第一別館 

札幌市東区伏古十条２丁目 

8 札幌市 西野ふまねっと ４ 
札幌市西野中央会館 

札幌市西区西野 3条 8丁目 

9 弟子屈町 
ふまねっとサポーター

一九・三 
１７ 

弟子屈町老人福祉センター 

弟子屈町中央 2丁目 10-25 

10 函館市 チームハコダテ ３ 
函館市総合福祉センター 

函館市若松町 33 番 6号 

11 幕別町 まっくねっと ５ 
幕別町民会館 

幕別町本町 130 番地 

 合   計 ８３  
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ⅲ）プロジェクトに参加した各チームの感想 

幕別町 まっくねっと 

1. 参加者の方々は 3 回目の教室から歩行

がスムーズになり、姿勢が良くなった。

2. 大声で盛り上がり、笑い声が絶えなかっ

た。 

3. 参加者がみな男性だったので、声がそろ

うと豪快だ。 

4. 笑顔で楽しむことが出来たので、顔の艶

が良くなった。 

5. 6回目の教室に保健師さんが見学に来た

が、参加者さんの年齢を何回も確かめら

れるほど元気なのに驚かれていた。 

プロジェクトが終わった後に、懇親会を行っ

ているところ。 

歩行機能の改善効果を見るために、測定を行

っているところ。 

 

池田町 ふまねっとサポーターズいけだ 

1. 3 日目から姿勢がよくなり、歩行もスム

ーズになった。 

2. 参加者から手頃な運動で取り組みやす

い、自然に楽しくなる、体の調子がよく

なってきた、ふまねっとは自分の健康づ

くりに適している、といった感想が聞か

れた。 

3. サポーターも役割担当の責任を持つこ

とで自覚が現れ、参加者への話しかけが

多くなった。 

 

 

プロジェクトの最終回に、参加者とサポータ

ーの交流とふまねっと教室の成功を記念し

て集合写真をとりました。 
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釧路市 ふまねっと９４６、釧路社会福祉協議会 

1. プロジェクトに参加して、他地区のチ

ームがとてもがんばっていることや、

北海道各地にふまねっと普及が進んで

いることがわかった。 

2. 2 回目までは足を引きずりがちだった

が、3 回目以降は歩行がスムーズにな

った。また、参加者同士の交流も進ん

でいった。 

3. 参加者からふまねっとは容易にでき

て、しかも楽しい雰囲気になれる、道

を歩いていても歩行のリズムがスムー

ズになった、という感想が聞かれた。

 

 

網走市 網走介護者を支える会 

1. サポーター全員が協力して実行でき

た。今後の活動に向けて大きな収穫に

なった。サポーターの顔の表情も柔和

になり、笑顔が増えた。 

2. 参加者は 3 日目から表情が柔和で明る

くなり、受身から協力的になった。会

場の片付けも手伝っていただいた。 

3. 参加者の楽しそうな声を聞けたこと、

知らない人との出会いが嬉しかった。

4. 参加者の中から、サポーター養成講習

会を受講して、サポーターとして地域

の健康づくりに参加しようという方が

出てきたことがとても嬉しい。 

5. 網走のふまねっとサポーターを増やし

ていきたい。 
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弟子屈町 ふまねっとサポーター 一九・三 

1. 1 回目、2 回目と恐る恐る対応していた

サポーターもいたが、だんだん肩の力

が抜けて、落ち着いて行動できるよう

になった。 

2. サポーターと参加者の間に信頼関係が

生まれたと思う。 

3. 参加者から、ふまねっとがある日は元

気が出る、という感想が聞かれた。 

4. ほかの町の「ふまねっと」の意識の強

さを感じた。機会があれば交流を行っ

ていきたい。 

5. サポーター同志のつながりを作り出す

には、こうした活動の機会を増やすこ

とが効果的だと思う。 

 

釧路市 桜ヶ丘ひぶなクラブ① 

1. 早い方で 2 回目の教室から歩行がスム

ーズになった。 

2. つえ歩行で足腰が弱く、バランスが悪

かった方が、6回目の教室ではふらつき

がなくなり、バランスがよくなった。

3. ズボンをはくときに転ばなくなったと

話してくださった。 

4. 参加者の方からは、みんなと会うのが

楽しみだ、生活にハリができた、おし

ゃれをするようになった、といった感

想が聞かれた。 

5. サポーターも自信を持って指導できる

ようになり、心配りが易しくなった。

お互いの信頼関係が深まった。 
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札幌市東区 勤医協 東友の会 

1. サポーターとしての経験が浅く、実際

に教室を担当したことがなかったため

不安がいっぱいだった。 

2. はじめは参加者自身が緊張していた

が、お互いにコミュニケーションが取

れるようになると、雰囲気がガラッと

変わり、表情が明るくなった。 

3. すり足だった人が、3 回目くらいから

足が上がるようになった。 

4. 参加者から、ふまねっと運動に参加し

た日は体が軽くなった気がする、この

年で皆さんと出会えてよかった、とい

った感想が聞かれた。 

 

この写真は、毎回ふまねっと教室の後半に行

うレクリエーションステップの様子です。「ど

んぐりころころ」の歌にあわせて、ステップ

を踏みます。 

 

 

札幌市西区 西野ふまねっと 

1. 早い方で 3 回目の教室から改善が見ら

れた。電話の声が明るくなったといわ

れた、昔の元気な頃のことを思い出す

ようになった、といった変化を参加者

から言っていただいた。 

2. サポーターは経験が浅かったが、ふま

ねっとを楽しみながら自信を持ってサ

ポートすることができた。また、実践

を通してふまねっと運動の有効性を実

感できるようになり、継続意欲が芽生

えた。 

3. 今回プロジェクトに参加して、各地で

活躍しているサポーターと会うことが

できて大きな励みになった。今後もっ

と交流の持てる催しがあればよいと思

う。 

 

西区西野の町内会館で、町内の皆さんの協力

を得て、地域の高齢者の健康づくりのために、

ふまねっと運動を行いました。この写真は、

太鼓のリズムに合わせてストレッチ体操をし

ているところです。 
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釧路市 桜ヶ丘ひぶなクラブ② 

1. 参加人数が 6 名と少なかったが、参加

者同士の会話も弾み、和やかな教室に

なった。 

2. 参加者同士で自分自身の変化と他の参

加者の変化を実感できて大変よかっ

た。 

3. サポーターはふまねっとの効果をより

いっそう実感できてよかった。 

4. 自分の健康のためだけではなく、地域

住民の健康のためにサポーター講習を

受講したいといってくれた参加者がい

て、とてもうれしかった。 

 

 

 

旭川市 ＮＰＯ法人 たいせつ 

1. 参加者ははじめ、緊張している様子だ

ったが、3 回目くらいになると表情も

明るくなり、ステップにも慣れてきた。

2. 杖を使用している人がいたが、回数を

増すごとにふらつかなくなった。 

3. 参加者の方から、ふまねっとを行うと

爽快な気持ちになる、という感想を言

っていただいた。 

4. 普段あまり人前で話すことのなかった

サポーターも積極的になった。 
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函館市 チームハコダテ 

1. 他の地域で活躍しているサポ

ーターの話をたくさん聞けて

よかった 

2. 4 回目の教室から歩行がスム

ーズになり、表情がよくなっ

た。ステップが成功して皆で

一緒に喜んだり、工夫したり

していた。 

3. 休憩時間の交流もよかった。 

4. サポーターは創意工夫を心が

けるようになった。また、参

加者と積極的にコミュニケー

ションをとることを心がけ

た。 

 

 

 

 

プロジェクト参加団体対象アンケート集計結果(総数 11 団体) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１　認知機能改善研究は成功
したと思いますか？

少しそう

思う

どちらと

もいえな

い

とてもそ

う思う

質問２　ふまねっと運動をPRでき
たと思いますか？

とても
そう思

う

少しそ
う思う
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３）高齢者（当事者）の手による健康づくり指導者養成講習会の実施 

 

本年度の事業の最終目標である、「高齢者（当事者）の手による健康づくり指導者の養成

事業」を担当するのは、すでに本法人が認定するふまねっとサポーター資格を有していて

地域の健康づくり活動に貢献している方々であり、さらに、ふまねっと運動 5 周年効果研

究プロジェクトに参加して、ふまねっとサポーター研修会を受講した方です。 

今回は、担当資格を有するふまねっとサポーターサポーター83 名の内、延べ 42 名の「先

輩」ふまねっとサポーターが、あらたな新人サポーターを養成する為に講習会の講師を担

当しました。 

 

高齢者当事者によるふまねっとサポーター養成講習会一覧 

開催日 開催地 講師担当サポーター数 講習受講者数 

平成 21 年 10 月 24 日 釧路市 6 6 

平成 21 年 12 月 5 日 札幌市 7 24 

平成 22 年 1 月 30 日 釧路市 5 28 

平成 22 年 2 月 18 日 網走市 13 33 

平成 22 年 2 月 20 日 帯広市 8 38 

平成 22 年 3 月 7 日 東京都三鷹市 1 18 

平成 22 年 3 月 16 日 函館市 2 30 

合  計 42 177 

 

 

講師を担当するサポーターの皆さんにはサポーター養成講習会本番まで、役割分担やリ

ハーサルなどのため数日前から準備や練習を行っていただきました。また、講師を担当し

ていただいたサポーターの皆さんには講習会終了後、講師を担当した感想を報告していた

だきました。サポーター養成講習会の詳細と合わせて以下に紹介します。 

 14



 

高齢者当事者によるふまねっとサポーター養成講習会詳細 

日  時 平成 21 年 10 月 24 日 13 時 00 分から 17 時 30 分 

会  場 北海道教育大学釧路校 小ホール 

担当サポーター ふまねっと 946、釧路市社会福祉協議会 

受講者数 6 名 

感  想 

1. 今までふまねっとサポーターとして健康教室に携わってきたが、

ふまねっとの目的などを教室の参加者にすんなり伝えることがで

きていなかった。今回講習講師を担当したことで改めて学ぶこと

が多かった。 

2. 今回講習講師を担当して、参加者が楽しく続けていける教室づく

りをするためのサポーターの役割を再確認することができてよか

った。 

3. サポーターの役割を再認識し、サポーターとしてのやりがいを自

覚した。新たにサポーターとなる人と交流できてよかった。 

4. 与えられた担当を受講者に理解してもらえるよう真剣にがんばっ

た。大きな声を出すことを心がけた。真剣さは受講生に伝わった

のではないかと思う。 

5. 参加したサポーター全員が始めてのことだったのでとても緊張し

た。法人職員のアドバイスのおかげで無事終了することができた

が、もう少し講師としての学習を積み、ゆとりを持って本番に臨

むべきだと思う。ただ、受講生にとっては気軽に講習を受講でき

たのではないかと思う。 
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日  時 平成 21 年 12 月 5 日 12 時 30 分から 17 時 00 分 

会  場 ふまねっと研修センター 

担当サポーター 7 名（ふまねっと札幌、ふまねっと 946） 

受講者数 24 名 

感  想 

1. 担当した「サポーターの役割」については自身の教室運営体験を

踏まえて話したので、受講者に熱心に聴いていただけた。 

2. すでに活動しているサポーターにとっても、サポーター養成講習

会に参加することは大変勉強になる。今後、サポーターに対して

の研修に力を入れてほしい。 

3. 教室や実践現場に反映できることがたくさんありました。 

4. 講習内容を自分のサポーター活動における責任問題として改めて

自覚することができた。 

5. 仲間の成長をともに喜び、集団としての成長に大きな喜びを感じ

ることができた。 

講師担当サポーターの皆さんには、事前に何

度もリハーサルをしていただきました。写真

は、1 年の経験がある札幌のふまねっとサポ

ーターが、講習会で実習の指導を行っている

ところです。これを見て、周りの人も一緒に

練習しています。じっとしていられずに、思

わず、足が動いてしまうところです。 

ふまねっとサポーター講習会では、セリフを

おぼえて、指導実習を行っていただきます。

受講者の中には、テキストの字が読みにくく

て、時間がかかる人がいますが、それを皆さ

んが温かく見守りながら、じっと待ちます。

あせらず、あわてず、正しい指導をゆっくり

行ってください。 
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日  時 平成 22 年 1 月 30 日 13 時 00 分から 17 時 30 分 

会  場 釧路市総合学習センター 

担当サポーター 5 名（ふまねっと 946、桜ヶ丘ひぶなクラブ） 

受講者数 28 名 

感  想 

1. 4 年間ふまねっと運動に携わってきたが、今回講習講師を担当したこ

とで、自分を振り返ることができた。時に、テキストに忠実に健康教

室運営を行うことで我流にならないようにすることの重要性や、ふま

ねっと運動の目的などを再確認することができた。 

2. 質問されたことについてほぼ答えることができた。自分の経験や失敗

談を少しでも受講者に役立ててもらえると嬉しい。 

3. 緊張したが、大きな声で笑顔で話すことを心がけた。その結果、受講

者の皆さんに重要な点をきちんと理解していただくことができてと

てもよかった。講習会終了後、「教え方がよかった」と言われてとて

も嬉しかった。 

4. サポーター養成講習会の講師を担当して、今まで行ってきた健康教室

の運営が正しかったのか、再点検することができてよかった。健康教

室の参加者と慣れ親しんでくると、「安全確認」や「注意事項」を忘

れがちになるが、一番大切なことであることにきずく。 

講習講師を担当する先輩ふまねっとサポータ

ーの様子です。自身のサポーターとしての体

験談も交えて話していただきました。 

この写真は、ふまねっと研究プロジェクトに

参加した、桜ヶ丘ひぶなクラブの赤崎さんが、

ふまねっとサポーターの役割を講習している

ところです。 

この写真は、ふまねっと運動の指導実習を行

っているところです。受講生は、途中でどち

らの足を出せばいいのか、わからなくなって

立ち往生しています。 
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日  時 平成 22 年 2 月 16 日 10 時 30 分から 16 時 00 分 

会  場 網走市役所オホーツク・文化交流センター 

担当サポーター 13 名（網走介護者を支える会） 

受講者数 33 名 

感  想 

1. とても緊張したが、よい経験になったと感謝している。 

2. サポーター養成講習会の講師を担当することが決定してから、今ま

でに頂いていた資料をすべて読み直し、重要事項を再確認すること

ができた。 

3. 自分の頭の中では理解していても、受講生に言葉にして伝えること

はとても難しかった。 

4. 今回サポーター養成講習会の講師を担当することが決まってから、

サポーターが何度も集まって打ち合わせや学習をすることができ

て自信にもつながっていった。 

エプロン姿が網走の介護者を支える会が中

心となって活動しているふまねっとサポー

ターの皆さんです。 

ふまねっとサポーターは、安全確認、注意事

項の説明、ふまねっと運動の効果の説明、目

標の設定などの手順に従って、一つずつ正確

にふまねっと運動を指導していかなければ

なりません。 

講習講師を担当する先輩ふまねっとサポー

ターの様子です。事前に集合して打ち合わせ

や勉強会を行っていただきました。すでに何

度も教室の経験があるため、落ち着いて指導

することができます。 

受講者の中には、若いボランティアさんや学

生も多くなってきました。 
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日  時 平成 22 年 2 月 20 日 12 時 30 分から 17 時 00 分 

会  場 帯広市民文化ホール 

担当サポーター 8 名（まっくねっと、ふまねっとサポーターズいけだ） 

受講者数 38 名 

感  想 

1. 大勢の人の前で注目されながら話をすることは初めてのことだっ

たので、とても緊張した。しかし講師を担当することはサポーター

にとっても今後の健康教室指導の力になると思う。 

2. テキストを講習受講者と一緒に読み上げていくことで、共に学習す

ることができた。実技実習でも基本を再確認することができた。 

3. 自分には健康教室の経験がたくさんあるため、それらを振り返りな

がらサポーター養成講習会に参加することができた。 

4. また、ふまねっと運動のよさについても再認識することができた。

 

ふまねっと運動を行う場合の誘導の方法に

ついて、受講生に熱心に説明している。池田

町のベテランサポーター。 

ふまねっと運動を通じて、十勝の市町村の横

のつながりを作り出しました。また、住民相

互の協力関係も築くことができました。 

講習会では、十勝地方の市町村から集まった

参加者の間ににぎやかな交流が進みます。 

受講者が実技実習を行っている様子です。講

師担当サポーターにはご自身の体験を基に

指導、補助をしていただきました。 

受講者は、85 歳を超える方も見られるよう

になりました。町内会や婦人団体の役員をし

ている方が、仲間の健康づくりや介護予防の

ために勉強して、ふまねっと運動を取り入れ

たいという計画があるようです。 
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日  時 平成 22 年 3 月 7 日 12 時 30 分から 17 時 00 分 

会  場 財団法人井之頭病院 

担当サポーター 1 名 ふまねっと札幌 

受講者数 18 名 

感  想 

1. ゆっくりと大きな声でわかりやすく説明するように注意を払った。

2. もう少し受講者とコミュニケーションをとればよかったと思う。 

3. 講習講師及びサポーターとしてサポーター養成講習会に参加する

ことができて自信がついた。 

4. 普段の健康教室の中でふまねっとの基本的なことや理念などを少

しずつ参加者の皆さんに紹介することができており、大変よかった

と思う。 

 

井之頭病院の職員と地域住民のボランティ

アさんが、ともに地域の健康づくりのために

講習会を受講しました。 

この写真は、受講生同士でふまねっとの指導

を行う実習の風景です。 

これからは、井之頭病院と住民が互いに協力

しながら、地域の介護予防に取り組んでいき

ます。 

サポーター養成講習会に参加した受講者、ス

タッフの皆さんです。北海道以外でサポータ

ー養成講習行うのは今回が初めてです。今後

は定期的に東京でもサポーター養成講習会

を開催する計画です。 
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日  時 平成 22 年 3 月 16 日 10 時 30 分から 16 時 00 分 

会  場 函館市総合福祉センター 

担当サポーター 2 名（函館認知症の人を支える会） 

受講者数 30 名 

感  想 

1. 函館で始めて開催されたサポーター養成講習会に多くの人数を集

めることができてよかった。 

2. たくさんのサポーター仲間が誕生してうれしいが、これからサポー

ター同士のネットワーク作りをどのようにすればよいのか、サポー

ターのスキルアップはどのように行えばよいのかが今後課題にな

ると思う。 

3. サポーター個々の活動は尊重しつつ、地域での組織作りも望まれ

る。ふまねっと本来の目的のための研修、情報交換の場が必要とな

ると思う。 

4. サポーターの活動を把握し、情報を個人、またはグループに提供し

てもらうことで、サポーターの研修に生かしたい。 

 

ふまねっとサポーター養成講習会にて、函館

市の受講生を対象に、すでに活躍しているサ

ポーターがステップの指導をしているとこ

ろです。 

会場内の他の受講生も、一緒に練習している

姿をご覧下さい。 

 

 

ふまねっと運動の指導に関する研修会の模

様です。ふまねっと運動を指導する際には、

①整列、②説明、③手本、④誘導、⑤合図の

5 段階をきちんと区別することがとても重

要です。この区別は、経験を積みながらでき

るようになっていきます。 
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第 2 章 高齢者地域福祉人材養成事業の実績と展望 

 

１）高齢者地域福祉人材養成事業の目的 

私たちは、平成 17 年度より、地域の健康づくりや福祉に貢献する人材として高齢者に注

目し、主に高齢者を対象とした「ふまねっとサポーター養成講習会」を開催してきました。

この講習会は、「高齢者地域福祉人材養成事業」と呼ばれ、高齢者を地域福祉の「受け手」

から「担い手」へと昇格させ、高齢者が地域の健康づくり活動への貢献を通して社会参加

することができるように支援することを目的としています。 

この「ふまねっとサポーター」とは、ユニークな運動プログラムである「ふまねっと運

動」の指導者であり、地域の高齢者が安全に、かつ継続的にふまねっと運動に取り組める

ようにサポートしたり、主体的に健康教室を運営するための資格です。高齢者が健康づく

りの指導者になるということは容易なことではありませんが、集団で安全に楽しく取り組

むことのできる「ふまねっと運動」をツールとして講習会を実施することで、これを実現

しています。 

 

２）高齢者地域福祉人材養成事業の理念 

 私たちは、現在の、高齢化による市町村財政の悪化や、高齢者の孤独死の増加等の社会

的課題を解決し、持続可能な地域社会と福祉を目指して活動しています。そのために、本

事業が実現できることは次の点です。 

一つは、高齢者を地域福祉の「受け手」から「担い手」へとプロモーションすることで

す。地域には社会に貢献したい、良いまちにしたい、という願いを持っている高齢者がた

くさんいます。しかし、こうした意志を生かすのにふさわしい機会や場所が見つからなか

ったり、高齢者に対する社会の偏見（「いつも助けを求めている」、「弱い」、「足手まとい」

等）があるために、一歩を踏み出せずにあきらめてしまう場合があります。 

しかし、「ふまねっと運動」は指導が簡単で、失敗が仲間同士の交流を促進する作用があ

るため、専門家ではなく一般の素人の高齢者が指導者として活躍することができます。高

齢者がふまねっとサポーターとなって、地域の健康づくりのリーダーとして貢献すること

で、高齢者に対する社会的偏見を自ら解消し、社会の高齢者に対するイメージを「頼もし

い」、「まちを元気にしてくれる」といったポジティブなものに変えることにつながります。 

 二つ目は、地域住民がまちづくりや健康づくりに貢献することで、ソーシャルキャピタ

ル（社会を良くしようとする力・資源）を豊かにする点です。これまでの住民の健康づく

りは行政の介入に頼っていた部分がありますが、特に過疎化や高齢化により財政難の地域

には専門家が少ないことや、行政の都合により一定期間で事業が終了するため住民の継続

的な健康づくりにつながらない等の問題がありました。しかし、運動指導経験のない住民

でも指導でき、面白くて自然に仲間が増えていく「ふまねっと運動」を利用することで、
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住民自身で仲間を増やし、身近な場所で継続的に健康づくりに取り組むことが出来ます。

そして、住民が自らの健康とともに、仲間の健康を支えることが、住民の自尊心や誇りを

育て、地域の健康づくりやまちづくりへのさらなる主体的な取り組みにつなげることが出

来ます。 

 

３）ふまねっとサポーター養成講習会の内容 

名 称   「ふまねっとサポーター養成講習」 

対 象   高齢者が主な対象（年齢不問） 

費 用   受講料 ２,０００円  登録料 ３,０００円 

講習時間  ３時間  

受講者状況 平成 21 年 10 月 20 日現在でサポーター数 624 名  

平均年齢 62.1 歳（最高齢 84 歳）男性 24.6％、女性 74.4％ 

内 容   ふまねっと運動の効果 ／ふまねっとサポーターの役割／ふまねっとの指

導法 （実技）／グループワーク（実技）／まとめ 

 

サポーターに求められる条件 

サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
質 

1. 高齢者の体の痛みが共有できる人  
2. 誰にでも親切で社交的な人  
3. 人の話をよく聞き会話ができる人  
4. 身だしなみを怠らない清潔な人  
5. 地域活動への協力を惜しまない人  
6. 体操や運動は上手でなくてもよい 

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割 

1. 安全を確保し、事故を防止するための準備  
2. 受講生の親睦を深めるための声かけ  
3. ふまねっと運動をスムーズに進行させる 
4. 受講生の応援、はげまし、元気付け、笑顔  
5. 受講生のとまどいや不安の察知と解消 

サ
ポ
ー
タ
ー
の
認
定
基
準 

1. ふまねっと運動の目的と効果を正しく説明できること  
2. 受講者の前で笑顔で挨拶ができ、身だしなみが清潔なこと  
3. 受講者の前で大きな動作で手本を示すことができること  
4. ステップを学びながら、受講者と同じ目標を共有できること 
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４）高齢者地域福祉人材養成事業で達成できたこと 

 平成 17 年度以降、5 年間をとおして本事業で達成できたことは次の三点です。 

一つは、「人々が自らの健康をコントロールし、改善できるようにする」というヘルスプ

ロモーションを実現することができたことです。私たちは平成 17 年 5 月に釧路で事業を開

始して、現在（平成 22 年 3 月 24 日現在）まで、北海道内各地域で 56 回のふまねっとサポ

ーター養成講習を開催してきました。その受講者数は 910 人を超え、ほとんどが高齢者で

構成されています。そのうち、800 名以上の方が自らの健康とともに、仲間の健康づくりを

支え、活躍しています。 

平成 21 年度は、北海道内で定期的に開催される「ふまねっと教室」が 37 カ所に達しま

した。これらの教室の数をカウントすると、年間合計 1,000 回以上のふまねっと教室が、

北海道内の各地で開催されていることになります。またこれらの教室の参加者数は、年間

合計で推定 16,000 人を超えます。これらの教室は、住民の自主的な企画運営により開催さ

れており、身近な場所で継続的に、楽しみながら取り組む健康づくりを実現しています。 

 二つ目は、ふまねっとサ

ポーターの継続的なボラン

ティア活動を支える組織と

して、私たち NPO 法人地域

健康づくり支援会ワンツー

スリーが定着して受け入れ

られたことです。 

私たちは、ふまねっとサ

ポーターが安全に正しい指

導を継続的に続けられるよ

うに、養成後のフォローア

ップが必要であることを感

じていました。そこで、平

成 21 年度より全てのふま

ねっとサポーターに対して法人の正会員への入会を促し、新しい情報を機関誌等で共有し

たり、サポーター同士の横のつながりを構築するための交流会やスキルアップ研修会を実

施することにしました。これにより、道内各地域のサポーターが同じ情報を共有し、安全

で正しい指導に基づいた健康教室を継続するための基盤が整いました。今後は、各地域の

健康教室を持続・発展してゆけるよう、地域ごとにサポーターの組織を作り、新しいサポ

ーターの活動場所や機会を作る拠点を構築していくことを目標としています。 

図 1 ふまねっとサポーター養成講習会の受講者数の推移 

サポーター養成講習受講者数の推移

45 44 37
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三つ目は、高齢者の社会参加の機会を提供するとともに、地域コミュニティーの活性化

につながるようなソーシャルキャピタルの改善を実現できたことです。北海道内の小規模
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市町村では、過疎化と高齢化によるマンパワー不足や財政悪化に悩んでいます。そこで、

私たち NPO 法人地域健康づくり支援会ワンツースリーがこうした過疎地の健康づくりの

強力なマンパワーとして高齢者に注目して人材養成を行い、ふまねっとサポーターがまち

の健康づくりに貢献する機会を作りました。高齢者は、まちづくりの中心的な主役として、

過疎地の元気を取り戻すように動き出したのです。 

こうして NPO が住民の意識改革と人材養成を、住民が地域の健康教室の運営・指導を、

行政が広報や会場・用具の確保を担当し、互いの利点を生かして連携することで、効果的

な健康づくりを普及させることができました。私たちは、今後も行政のみならず民間の関

係機関と地域住民とともに連携を新たに構築・強化していきたいと考えています。 

 

５）ふまねっとサポーター養成講習会の受講者数と実施会場、主催者一覧 

回数 日   時 実施会場 数 主催者 

1 回 平成 17 年 6 月 8 日 北海道教育大学釧路校 39 北海道教育大学釧路校 

2 回 平成 18 年 3 月 15 日 北海道教育大学釧路校 6 NPO 法人ワンツースリー 

3 回 平成 18 年 6 月 18 日 白糠町総合体育館 28 白糠町役場健康推進課 

4 回 平成 18 年 8 月 22 日 浜中町老人福祉センター 7 浜中町役場福祉保健課 

5 回 平成 19 年 3 月 16 日 サンアビリティーズくしろ 9 釧路市社会福祉協議会 

6 回 平成 19 年 6 月 1 日 教育大学釧路校 4 NPO 法人ワンツースリー 

7 回 平成 19 年 9 月 3 日 浜中町老人福祉センター 5 浜中町役場福祉保健課 

8 回 平成 19 年 3 月 20 日 弟子屈町公民館 11 弟子屈町役場保健福祉課 

9 回 平成 20 年 3 月 11 日 サンアビリティーズくしろ 6 釧路市社会福祉協議会 

10 回 平成 20 年 3 月 25 日 弟子屈町公民館 11 弟子屈町役場保健福祉課 

11 回 平成 20 年 5 月 30 日 北海道教育大学釧路校 20 NPO 法人ワンツースリー 

12 回 平成 20 年 7 月 10 日 釧路市 桜ヶ岡小学校 10 桜ヶ丘ひぶなクラブ 

13 回 平成 20 年 8 月 27 日 ふまねっと研修センター 12 NPO 法人ワンツースリー 

14 回 平成 20 年 8 月 29 日 帯広市民文化ホール 37 NPO 法人ワンツースリー 

15 回 平成 20 年 9 月 2 日 上士幌町山村開発センター 5 上士幌町社会福祉協議会 

16 回 平成 20 年 9 月 24 日 ふまねっと研修センター 11 NPO 法人ワンツースリー 

17 回 平成 20 年 10 月 4 日 釧路市 桜ヶ岡小学校 9 桜ヶ丘ひぶなクラブ 

18 回 平成 20 年 10 月 9 日 勤医協室蘭診療所 12 室蘭診療所 

19 回 平成 20 年 10 月 10 日 札幌市北区「新陽会館」 11 札幌市北区新陽町内会 

20 回 平成 20 年 10 月 21 日 千歳市総合福祉センター 17 千歳市老連事務局 

21 回 平成 20 年 10 月 27 日 浜中町老人福祉センター 2 浜中町役場福祉保健課 

22 回 平成 20 年 12 月 12 日 札幌市北区 公開講座 46 NPO 法人ワンツースリー 

23 回 平成 21 年 1 月 14 日 ふまねっと研修センター 5 NPO 法人ワンツースリー 
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回数 日   時 実施会場 数 主催者 

24 回 平成 21 年 1 月 20 日 勤医協室蘭診療所 6 室蘭診療所職員 

25 回 平成 21 年 1 月 31 日 旭川市地場産業振興センター 7 NPO 法人たいせつ 

26 回 平成 21 年 2 月 22 日 網走市 エコーセンター 22 網走介護者を支える会 

27 回 平成 21 年 2 月 28 日 帯広市民文化ホール 45 NPO 法人ワンツースリー 

28 回 平成 21 年 3 月 11 日 弟子屈町 公民館 8 弟子屈町役場保健福祉課 

29 回 平成 21 年 5 月 11 日 勤医協中央病院 12 札幌市東区勤医協東友の会 

30 回 平成 21 年 5 月 18 日 湧別町保健福祉センター 16 湧別町社会福祉協議会 

31 回 平成 21 年 6 月 10 日 ふまねっと研修センター 8 NPO 法人ワンツースリー 

32 回 平成 21 年 7 月 11 日 西野中央会館 12 札幌市西区西野中央町内会 

33 回 平成 21 年 7 月 13 日 音更町総合福祉センター 32 音更町社会福祉協議会 

34 回 平成 21 年 7 月 25 日 北海道教育大学釧路校 23 NPO 法人ワンツースリー 

35 回 平成 21 年 7 月 27 日 士幌町総合研修センター 28 士幌町社会福祉協議会 

36 回 平成 21 年 8 月 3 日 ふまねっと研修センター 8 NPO 法人ワンツースリー 

37 回 平成 21 年 8 月 29 日 ふまねっと研修センター 16 NPO 法人ワンツースリー 

38 回 平成 21 年 8 月 31 日 帯広市民文化ホール 36 NPO 法人ワンツースリー 

39 回 平成 21 年 9 月 1 日 更別村老人保健福祉センター 36 NPO 法人ワンツースリー 

40 回 平成 21 年 9 月 19 日 札幌市西区山の手会館 11 札幌市西区介護予防センター 

41 回 平成 21 年 10 月 3 日 ふまねっと研修センター 3 NPO 法人ワンツースリー 

42 回 平成 21 年 10 月 6 日 札幌市勤医協中央病院 10 札幌市勤医協東友の会 

43 回 平成 21 年 10 月 24 日 北海道教育大学釧路校 6 NPO 法人ワンツースリー 

44 回 平成 21 年 10 月 30 日 留萌健康の駅 10 NPO 法人るもいコホートピア 

45 回 平成 21 年 11 月 10 日 陸別町保健センター 15 陸別町社会福祉協議会 

46 回 平成 21 年 11 月 19 日 浜中町老人福祉センター 5 浜中町役場福祉保健課 

47 回 平成 21 年 12 月 5 日 ふまねっと研修センター 20 NPO 法人ワンツースリー 

48 回 平成 22 年 1 月 9 日 余市東大浜中福祉の家 12 平野桂子 

49 回 平成 22 年 1 月 30 日 釧路市 まなぼっと幣舞 28 NPO 法人ワンツースリー 

50 回 平成 22 年 2 月 5 日 鷹栖町 プラザ・クロス１０ 20 鷹栖町社会福祉協議会 

51 回 平成 22 年 2 月 18 日 網走市 エコーセンター 33 NPO 法人ワンツースリー 

52 回 平成 22 年 2 月 20 日 帯広市民文化ホール 38 NPO 法人ワンツースリー 

53 回 平成 22 年 3 月 7 日 三鷹市財団法人井之頭病院 17 財団法人井之頭病院 

54 回 平成 22 年 3 月 10 日 弟子屈町公民館 4 弟子屈町役場保健福祉課 

55 回 平成 22 年 3 月 16 日 函館市総合福祉センター 30 NPO 法人ワンツースリー 

56 回 平成 22 年 3 月 21 日 紋別市総合福祉センター 13 紋別市社会福祉協議会 

過去 5 年間にサポーター養成講習会を受けた方の総数 913 平成 22 年 3 月 30 日現在 
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第 3 章 リサーチレポート～ふまねっとサポーター対象意識調査アンケート 

 

 平成 21 年 7 月末日の時点において、NPO 法人地域健康づくり支援会ワンツースリーが

認定するふまねっとサポーターは合計 500 人を突破しました。そこで、同年 11 月には、全

ふまねっとサポーターを対象として意識調査アンケートを実施しました。ここでは、その

アンケートの結果を紹介します。 

 

１）アンケート調査の目的 

地域住民の健康づくりという社会参加活動に取り組む高齢者（サポーター）になってか

らの生活・心境の変化やふまねっと運動の効果について当事者の感想を明らかにする。 

 

アンケートの概要 
ふまねっと健康教室を通した地域社会に対する考えについての質問項目を選定し、質問

項目に対して「とてもそう思う」「少しそう思う」「どちらとも言えない」「あまりそう思わ

ない」「全くそう思わない」の５段階で回答できるように設定した。 

また、ふまねっと運動の効果・影響、活動を続ける理由に関する質問項目では、ふまね

っと健康教室での活動を様々な視点から考えることができるように、自分の考えにあては

まる項目すべてを選択する複数回答とした。 

 

ⅰ）調査対象    北海道在住のふまねっとサポーター５１３名 

ⅱ）調査方法    質問紙調査法（郵送により発送、回収を実施した） 

ⅲ）調査時期    平成２１年１１月３日（火)～１１月３０日（月） 

ⅳ）回答率     有効回答数は３０３、回収率は５９％であった。 

 

回答者の性別（Ｎ＝３０３） 男性 26％、女性 74％ 

男性
26%

女性
74%
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回答者の年齢（Ｎ＝３０３） 平均年齢 62.5 歳 

ふまねっとサポーターの年齢
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60 歳代のふまねっとサポーターさんが全体の 47％を占めます。70 歳代は 28％です。 

 

２）ふまねっとの効果に関する質問  

Ｑ１「ふまねっとが地域住民に与える効果はなんだと思いますか？」（複数回答) 

0 20 40 60 80 1

(%)

00

その他

生活における満足度が向上する

地域に対する貢献意欲が高まる

地域住民の生活習慣が改善できる

地域住民の協力関係が高まる

外出や会合の頻度が多くなる

新しい地域活動をはじめる刺激になる

地域住民への生きがいが提供できる

介護予防や介護負担が減る

町内会や老人クラブの活性化になる

地域住民が交流する機会が増える

ふまねっとが地域住民に与える効果はなんだと思いますか？

 

※このグラフは、各質問に「とてもそう思う」と「少しそう思う」と回答した、「肯定的な答え」の割合を

合計したものです。この後のグラフもすべて同様に処理してあります。 
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Ｑ２「ふまねっとが市町村に与える効果はなんだと思いますか？」（複数回答） 

0 20 40 60 80 1

(%)

00

その他

非行や犯罪の抑制になる

介護保健財政の健全化になる

医療費の減少になる

住民の教育や健康の水準が向上する

要介護認定者の増加の抑制になる

高齢者の閉じこもり防止になる

高齢者の社会参加と生きがいを提供する

ふまねっとが市町村に与える効果はなんだと思いますか？

 
ふまねっと運動が市町村に与える効果として、「高齢者の社会参加や生きがいづくり」と答えた人

は 80％を超えました。「とじこもり防止」などの今日的な緊急課題にも有効であると思われます。 

 

Ｑ３「ふまねっとのボランティア活動に参加する理由は何ですか？」（複数回答） 

0 20 40 60 80 1

(%)

00

その他

活動がメディアで注目・評価されるから

余暇時間を有効に使うことができるから

ふまねっと運動を教えて喜ばれて嬉しいから

まちづくりや社会貢献になるから

新しい友人ができて交流が広がるから

仲間と活動することが楽しいから

自分の健康づくりになると思うから

ふまねっとのボランティア活動に参加する理由はなんですか？

 

ご自身の健康づくりなどの医学的な理由のほかに、「仲間との活動」、「新しい友人との交流」、「ま

ちづくりや社会貢献」などの「社会学的な理由」が多くの回答を得ました。 
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Ｑ４「ふまねっとのボランティア活動をやめるとしたら理由は何ですか？」（複数回答） 

0 20 40 60 80 10

(%)

0

家族の理解や協力が得られなくなる

その他

活動に必要な経費の負担が気になる

人間関係上のトラブルが障害になる

ふまねっと運動を指導する技術に自信がない

活動に必要な時間を確保できない

自分の健康状態が耐えられなくなる

ふまねっとのボランティア活動をやめる場合の理由はなんですか？

 

ボランティア活動の経費の負担は、それほど大きくないと考えられます。また、人間関係上のトラ

ブルなども、あまり大きな障害となっていないと思われます。 

 

３）ソーシャルキャピタルの改善に関わる 3 つの質問   

 

Ｑエンパワメント「サポーターの意欲、協力、他者への関心の高さ」（複数回答） 

0 20 40 60 80 1

(%)

00

サポーターとしてまちに貢献していると感じてきた

人前に出ることに慣れた

今まで経験したことのない活動に参加する意欲がでた

外出の機会が増えた

自分にできることはまだたくさんある気がしてきた

交友関係が広がった

サポーターになって良かったと思う

意欲や役割意識の向上（エンパワメント）効果に関する質問への回答

 

サポーターになってよかったと思うが 80％を超えているのは注目すべき結果です。また、自分に

できることがまだたくさんある気がしてきたなどの意欲の向上も注目すべき結果です。 
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Ｑヘルスプロモーション「自分の健康、社会的役割に関する質問」（複数回答） 

0 20 40 60 80 1

(%)

00

とてもいきがいを感じるようになった

家族や近所の友人に健康づくりの仲間がふえた

人前に出ることに慣れた

日常の生活が充実しているように感じる

笑顔が増えた

自分にできることはまだたくさんある気がしてきた

からだを動かす機会が増えた

自分の健康に気をつけるようになった

サポーターになって良かったと思う

健康状態の変化や自尊感情の改善に関する質問への回答

 

「自分の健康に気をつけるようになった」、「からだを動かす機会が増えた」、「家族か近所の友人

に健康づくりの仲間が増えた」などのヘルスプロモーションにつながる好影響が見られます。 

 

Ｑソーシャルキャピタル「まちづくり、コミュニケーション」に関する質問（複数回答） 

0 20 40 60 80 1

(%)

00

近所の人との交流や会話、挨拶がひろがった

家族や近所の友人に健康づくりの仲間がふえた

サポーターとしてまちに貢献していると感じてきた

自分の住んでいるまちが好きになった

地域の活動に目を向けるようになった

周りの人の健康に気をつけるようになった

ソーシャルキャピタルの改善に関する質問への回答

 
全体の 80％近くの方が「周りの人の健康に気をつけるようになった」と答えており、半数以上の方

が「地域の活動に目を向けるようになった」、「自分の住んでいるまちが好きになった」と答えてい

ます。これらは、地域社会をよくしていこうとするための住民の前向きなアクションにつながる基本

的な条件です。これらの回答が高くなるということは、社会をよくしていこうとする力である、ソーシ

ャルキャピタルの改善につながります。ふまねっと運動には、もともと人々が持っている「社会をよ

くしていきたい」という力を引き出し、地域社会の協力を高める効果があると思われます。 
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平成 21 年度 財団法人 長寿社会開発センター助成金 
高齢者（当事者）の手による健康づくり指導者の養成事業報告書 

「この事業は、独立行政法人福祉医療機構（長寿社会福祉基金）の交付金によ

り、財団法人長寿社会開発センターが助成したものです。」 

※ ホームページでは本報告書のカラー版（pdf ファイル）がご覧いただけます。 
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